
































































































































































































































































































































































































































  Robert Kane (ed.), The Oxford Handbook of FreeWill , Oxford,２００２を参照のこと。この書では、さまざまな角度
から自由意志にとって脅威となる考えが紹介され、それぞれの問題点が論じられており、きわめて有益で
ある。
 De libero arbitrio , III,２,４．日本語訳については、基本的に『自由意志』（『アウグスティヌス著作集３』泉治
典訳、１９８９、教文館）を用いるが、ところどころ加筆修正をしている。
 Ibid . III,２,５．
 ２で問題となるキケロの見解がこれに該当する。
 Ibid . III,３,７．
 Ibid . III,３,８．
 Ibid . III,４,９．
 神の予知から神の意志への言及となり、そこから神の摂理に対する賛美という流れは、２においても見ら
れるものである。




 De civitate Dei , V,１；４；６を参照。日本語訳については、基本的に『神の国』（『アウグスティヌス著作集１１』
赤木善光、金子晴勇共訳、１９８０、教文館）を用いるが、ところどころ加筆修正をしている。
 Ibid . V，２を参照のこと。
 Ibid . V,８．
菊地 伸二
－１０－
 Ibid . V,１．
 Ibid . V,８．
 Ibid . V,９．
 を参照のこと。




 Ibid . V,３．
 Ibid . V,４．
本稿は平成十四年度文部科学省科学研究費補助金（基盤研究Ｂ ）による研究成果の一部である。
Providence and Freedom in Augustine and Boethius
Shinji Kikuchi
In this paper, we are concerned with Providence and freedom in Augustine and Boethius.
This problem has had a great effect on western ideas of history.
First, we deal with the relationship between God’s foreknowledge and free will of human beings, and with
that between fate and Providence first in Augustine, and then in Boethius. Then, we compare their views on
these relationships.
We may conclude that basically both agree that God’s foreknowledge and free will are compatible and that
Providence includes fate.
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